
３
月
13
日
（
木
）
８
時
20
分
か

ら
南
越
谷
第
１
公
園
で
「
３
・
13

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
」
の
集

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
越
谷
土
建
、
吉
松
土

建
、
埼
玉
東
民
商
、
年
金
者
組
合
、

他
民
主
団
体
の
約
２
０
０
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
年
金
者
組
合
か
ら

は
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会

は
和
田
支
部
長
が
主
催
者
挨
拶
を

の
べ
、
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
集
会

決
議
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
に
は
、
昨
年
12
月
の
埼
玉

県
議
会
で
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
」
が
「
県
内

の
中
小
業
者
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
、
事
業
継
続
に
大
き
な
負

担
」
と
い
う
声
に
押
さ
れ
て
自
民

党
が
提
出
し
、
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
た
事
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
昨
今
の
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
効
率
化
の
推
進
に
よ
り

「
最
寄
り
の
税
務
署
で
の
税
務
相

談
が
で
き
な
く
な
っ
た
」
「
申
告

書
や
納
付
書
が
届
か
な
い
」
そ
し

て
e‐

Ｔ
ａ
ｘ(
電
子
申
告
）
を

推
進
し
、
納
税
者
が
個
々
バ
ラ
バ

ラ
に
申
告
す
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ

て
い
る
。
３
・
13
統
一
行
動
は
単

な
る
「
集
団
で
の
申
告
」
で
は
な

く
、
税
制
・
税
務
行
政
の
是
正
を

求
め
て
全
納
税
者
が
声
を
上
げ
る

「
重
税
反
対
」
の
一
大
行
動
と
し

て
大
き
く
発
展
さ
せ
る
事
が
の
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

集
会
後
、
初
夏
の
日
差
し
の
も

と
越
谷
税
務
署
ま
で
の
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
）

３
月
13
日
午
前
中
の
集
会
の
後
、

午
後
２
時
か
ら
「
３
・
13
重
税
反

対
行
動
」
の
年
金
者
組
合
の
独
自

行
動
と
し
て
越
谷
税
務
署
と
の
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
宇
佐
美
埼
玉
県
本
部

委
員
長
、
川
島
三
郷
支
部
支
部
長
、

松
崎
八
潮
支
部
支
部
長
、
五
十
嵐

越
谷
支
部
書
記
長
、
佐
藤
吉
川
支

部
副
支
部
長
で
す
。

各
支
部
で
集
め
た
「
請
願
書
」

三
郷
支
部
85
筆
、
越
谷
支
部
80
筆
、

吉
川
支
部
１
２
９
筆
、
八
潮
支
部

50
筆
、
松
伏
支
部
95
筆
を
税
務
署

の
中
村
総
務
課
長
、
小
林
課
長
補

佐
に
手
渡
し
、
宇
佐
美
県
本
部
委

員
長
か
ら
「
請
願
書
」
の
趣
旨
説

明
と
宛
先
の
財
務
大
臣
、
国
税
庁

長
官
に
上
げ
る
よ
う
に
要
請
し
ま

し
た
。
そ
の
後
「
確
定
申
告
が
高

齢
者
に
は
分
か
り
に
く
い
の
で
税

務
署
が
相
談
す
る
場
を
作
っ
て
ほ

し
い
」
な
ど
30
分
ほ
ど
要
望
・
懇

談
し
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
）
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＜年金受給日宣伝＞ ４月１５日（火）１０時半～１１時半 南越谷駅頭にて

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃
止
し

物
価
上
昇
を
上
回
る
年
金
額
に

２０２５年

３２２号
３月１９日（水）

年
金
支
給
額
は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
実
施

に
よ
り
、
年
金
水
準
が
著
し
く
低
下
す
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
安
倍
政
権
以
降
の
12
年
間
で
実
質
７
．

８
％
も
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も

と
、
厚
生
労
働
省
は
５
年
ご
と
の
年
金
制
度
改
革

の
た
め
の
改
革
法
案
の
提
出
に
向
け
て
与
党
と
調

整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
年
金
改
革
法
案
の
今
国
会
へ
の

提
出
は
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。

改
革
法
案
に
は
、
企
業
や
現
役
世
代
の
一
部
に

負
担
増
と
な
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、

７
月
の
参
院
選
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
参
院
自
民

を
中
心
に
、
提
出
見
送
り
の
意
見
が
強
ま
っ
て
い

た
た
め
で
す
。

全
日
本
年
金
者
組
合
は
、
今
回
の
年
金
改
正
が

高
齢
者
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
若
い
人
・
現
役

労
働
者
が
将
来
受
給
す
る
年
金
の
改
善
に
つ
な
が

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
昨
年
11
月
、
「
年
金
改
正
に

あ
た
っ
て
の
緊
急
要
求
と
基
本
要
求
」
を
ま
と
め

政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

緊
急
要
求
で
は
①
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃

止
し
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
完
全
実
施
を
基
本
と

し
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
年
金
額
に
引
き
上
げ
る

こ
と
、
②
老
齢
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
額
は
納
付

期
間
に
関
わ
ら
ず
一
律
３
．
４
万
円
と
し
、
低
年

金
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
、
③
老
齢
基
礎
年
金
の

満
額
は
生
活
保
護
基
準
を
上
回
る
水
準
と
す
る
こ

と
、
④
年
金
積
立
金
を
計
画
的
に
取
り
崩
し
、
給

付
の
改
善
や
保
険
料
引
き
下
げ
の
財
源
に
回
す
こ

と
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

基
本
要
求
で
は
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
基
礎
年
金
制
度
を
全
額
国

庫
負
担
に
よ
る
最
低
保
障
年
金
制
度
に
改
め
、
最

低
保
障
年
金
の
財
源
は
、
大
企
業
、
富
裕
層
な
ど

の
不
公
正
税
制
の
是
正
や
軍
事
費
等
を
減
額
し
、

消
費
税
を
除
く
一
般
財
源
で
行
う
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。

年
金
者
組
合
は
い
ま
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
年

金
の
引
き
上
げ
を
も
と
め
て
全
国
で
署
名
活
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
政
府
は
２
０
２
５
年
度
の
年

金
額
を
１
．
９
％
引
き
上
げ
ま
し
た
が
消
費
者
物

価
指
数
は
２
．
７
％
上
昇
し
て
い
る
た
め
実
質
は

０
．
８
％
の
引
き
下
げ
で
す
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
な
ど
に
よ
る
年
金
額
の

削
減
を
中
止
す
る
た
め
、
引
き
続
き
署
名
の
と
り

く
み
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

（
吉
田
正
美
）

３
・
13
重
税
反
対
行
動

「
初
夏
の
陽
射
し
の
も
と

越
谷
税
務
署
ま
で
パ
レ
ー
ド
」

３
・
13

税
務
署
と
の
懇
談


